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　私は、2018年 3 月に、まちづくりコースの特別契約教授を退官しました。
本特集の刊行に際して、コースでの活動を振り返らせていただきました。
1 　まちづくりコース
　横浜市立大学国際総合科学部の国際都市学系まちづくりコースが誕生し
たのは2012年度、改組以前の融合領域ヨコハマ起業戦略コースからの再編
の中で誕生しました。
　2017年度時点で、私も含め 7 名の教員（教授、准教授、特別契約教授）
で構成しました。各教員は以下の科目を主要科目として担当すると記され
ています。
　都市防災計画論、都市解析、不動産マネジメント論、景観まちづくり論、
都市計画論、市民まちづくり論、都市デザイン論。
　大学のホームページには「まちづくりコース」について下記のように述
べられています。
「都市が抱える課題に具体策を提案できる人材を育てます。
　横浜という「まち」をフィールドとして、時代の変化に対応した都
市の姿を構想し、プランニングや都市デザインを通して都市の課題の
解決に貢献できる人材を養成します。安全で住みやすい「まち」、環
境に配慮した持続可能な「まち」など、豊かな将来を市民参加で築い
ていくためのプランニング手法をフィールドワークを通じて身に着け
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ていきます。」
　コースでは、主に横浜各地をフィールドとして、現実の都市に向かい合
い、都市や地域の課題を認識し、解決に向けた提案を作成し、地域市民や
企業、自治体の方々に対して提案発表を模擬的に実践する教育を重視して
います。また、このような提案を構築するための学生の能力の開発や、様々
な実践事例などの現地研究や分析なども行っています。
　学生のコースへの配属は 2 年次からですが、同時に各教員のゼミに入り
ます。授業では、コースの学生全員を班分けして取り組むまちづくり課題
実習や、ゼミ毎の特徴ある地域活動などを組み合わせている点が特徴です。
　各教員は、それぞれ個性ある実戦経験を持っている点が特徴ですが、授
業ではさらに、まちづくりの最前線で活躍する多様なゲスト講師やコメン
テーターを招き、臨場感のある授業の運営を図っています。
　本特集では、専門領域の異なる各教員の取り組む研究分野や活動の視点
などが述べられ、まちづくりコース全体の今後の活動を垣間見ることが出
来ると思います。
2 　大学での教育活動を振り返る
　私は、1968年から新しい実践的都市づくり活動を開始していた田村明さ
ん率いる横浜市企画調整室に1971年に嘱託研究員として加わり、現在の都
市デザイン室の前身である都市デザイン担当に加わりました。以来、 5 人
の市長の下、40年間、横浜市の都市デザイン活動を担い、関内地区やみな
とみらい21地区などの横浜都心部や横浜各地での都市デザイン活動の大半
に参画しました。都市デザイン室長や（部長職の）上席調査役エグゼクティ
ブアーバンデザイナーを2011年まで担いました。2006～2011年は退職後の
嘱託特別職職員です。
　このような経験を評価していただき、2006年以降、横浜市立大学で教員
活動をさせてもらいました。2006年から 2 年間は非常勤講師、2008年から
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10年間は特別契約教授として活動させてもらいました
　特別契約教授になってからは、授業では、学部生に対し「都市デザイン
論」、「横浜の都市づくりと課題」を担当し、大学院生に対しては「総合研
究科目」として、横浜の都市づくり研究を担当しました。また、鈴木伸治
先生のゼミに加わり、ゼミ生の教育や地域実習指導も担当させてもらいま
した。ゼミでの地域実習対象地区は、鈴木先生が黄金町地区、私が金沢八
景周辺地区を担当。ゼミ名は鈴木国吉ゼミと称することもありました。
　2012年にまちづくりコースが誕生しますが、その前までは、鈴木先生が
関内周辺地区、私が金沢区をフィールドに 3 年生の授業、都市デザイン実
習Ⅰ,Ⅱとして地域提案作成の授業を行いました。私は、授業でもゼミの
地域実習でも、金沢区や金沢八景駅周辺地区を対象に活動しましたが、そ
の背景には、2008年に金沢区と横浜市立大学、関東学院大学が結んだ連携
協定「大学の活力を生かしたまちづくり・キャンパスタウン金沢」への積
極的な参加という側面がありました。
　私の指導したゼミの金沢八景班は「横浜市立大学金沢研究会」と称し、
金沢区の魅力を発見し、発信することを主旨に活動しました。この活動で
は関東学院大学建築学科ビルディングワークショップ授業（関和明先生担
当）との連携も行い、また横浜市都市整備局金沢八景駅東口開発事務所、
瀬戸町内会などとも密接に関係して活動しました。
　このようにして活動した成果は年 2 回開催した「瀬戸マルシェ」、「瀬戸
あかり」、「はちのば」という広場の設置と運営、「金沢―鎌倉プロムナー
ド研究」などでした。
3 　横浜を学ぶ、他都市で学ぶ、海外で学ぶ、そして活動する
　まちづくりコースでは、 2 年次の前期に、学生全員が参加して、 2 回に
分け、1 日かけて、横浜市の金沢区と横浜市都心部を学ぶ「まち歩き研究」
を実施しています。各教員は主要説明ポイントでのまちづくり解説を行っ
ています。
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　また、選択制ですが、国内まちづくり実習、海外まちづくり実習も実施
しています。このうち、2011年から始まった海外まちづくり実習では、ア
カデミックコンソーシアム（アジアを中心とした大学間ネットワーク）に
加盟しているマレーシア、タイ、フィリピン、ベトナム、インドネシア、
韓国などの大学と共同し、各国の都市で国際学生まちづくり共同提案作業
（ワークショップ）を実施してきました。私も2017年まで、全回指導教員
として参加しました。
　このほか、コースの各ゼミでは、ゼミの研究テーマに沿った国内海外都
市の研究活動も行っています。鈴木国吉ゼミでは、2017年には歴史資産の
保存活用や創造都市活動の視点から台湾台北市で研究活動を行いました。
　また、各教員は専門家として横浜市を中心に、多くの自治体等において、
まちづくり関連の委員やアドバイザーなどとして、実践面でも活動してい
ます。
　私自身も、横浜市、横須賀市、鎌倉市、富山市、鹿児島県、韓国光州市、
国土交通省などにおいて都市デザイン面からの委員やアドバイザー役を担っ
ています。また、他の先生方とともに、マレーシア都市での都市デザイン
プロジェクト（JICA草の根事業）に参加しています。
4 　現在の都市課題に向き合う
　2000年くらいまでは都市が拡大する時代、都市を創る時代でしたが、
2000年以降は都市が縮退する時代、既存ストックを活用する時代、人口減
少の時代、地球環境の時代として、まちづくりの取組み課題が大きく変わっ
てきています。2011年以降には、日本各地の大規模災害を受け、防災も重
要な課題となっています。
　こういった状況を受け、すでに、まちづくりコースの授業やゼミ活動で
は、黄金町地区での地区再生活動、金沢シーサイドタウンの再生・並木プ
ロジェクト、金沢区の空き家活用プロジェクト、次世代まちづくり担い手
育成プロジェクト、地域防災プロジェクト、京浜急行線沿線地区再生研究
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など現在の課題に対応した試みが進められています。
　これまで、横浜市の都市づくりの取組みは、都市が拡大する時代、都市
を創る時代のトップランナーとして注目を集め、国内海外の都市や国の政
策に影響を与えました。
　新しい状況下にある横浜、そして日本の都市のまちづくりに対し、横浜
市立大学まちづくりコースの挑戦的な活動が新たなメッセージとなること
を期待しています。私自身も、今後もまちづくりコースOB として新たに
チャレンジして行きたいと思います。
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2018年 3 月まで　国際総合科学部国際都市学系まちづくりコース特別契約 
教授
2018年 4 月以降　グローバル都市協力研究センターシニアアドバイザー 
（都市デザイン担当）
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